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49．人成長ホルモンのRadio　Imm皿o

　　　Assayに関する検討

対馬敏夫　入江　実　鎮日和夫　中尾喜久

　　　　　（東京大学中尾内科）

　われわれは人成長ホルモンのradio　immuno　assayに

おいて，数年来paperchromatoe］ectrophoresis法を使用

してきたが，手技が煩雑であり，時にfreeとboundの

分離が不良の場合もある．今回はとくに12「）1－HGHを利

川したdouble　antibody法につき検討した．　assay　system

はdiluent　O．　4ml（0．5％BSAを含むpH　8．6　veronal

buffer）．サンプルO．　lml．第1抗体としてはモルモット

で作製した抗ヒト成長ホルモンlf吐清を適当に希釈し0．1

ml，　iL’sl－HGH　O．　lml（0．2～0．5mμ9），これにcarrier

として100倍に希釈した正常モルモットJf【1清0．　ln71を加

え4°Cで72時間incubateした後，家兎で作製した抗モ

ルモットγ一globulin　l「1［清％希釈のものO．　lml　6？加えさら

に24時間incubateし，3，000回転，30分で遠沈，上清を

すて，沈渣をcountし，　bound％を算出した．

　遠沈後の上清に再び第2抗体を加えても生ずる沈澱の

countは1％以一ドであり，また．ヒ清のpaperchromatocle－

ctrophoresisによる検．寸でも，　freeとboundはほぼ完1こ

に分離していると考えられる．この方法によるminimum

detectable　dosisは0．1～0．5mμ9／mlであり，　sensitivity，

reproducibilityの点でもll爾足すべき結果をえることがで

きた．同一サンプルをdouble　antibody法とpaperchro・

mato法の両者で測定した結果もほぼ一致する．

　Double　antibody法は手技が簡単であり，また多数の

サンプルを処理できる点有利である，さらにi2’sl－HGH

は半減朝が長いために1’分な予備実験がuJ能であり，長

期間の使用ができるため今後使用すべきものと考えられ

る．

　　　　　　　　　　　　＊

50．　TSHのRadioimmunoassayに

　　　関する研究

　宮井　潔　小川定男

　ネh∫也　　‡念　　F耐1」」義昭

　（大阪大学阿部内科）

　　　　岩坪治雄

（大阪府立成人病センター）

　　　　熊原雄一

　　（中央臨床検査部）

近年1311標’λホルモンとそのホルモンに対する抗血清

とを用いて各種ホルモンのradioimmunoassayが1沽みら

れている．

　TSHに関してわれわれは，粗人TSHを抗原としてえ

た抗ψL清と，精製人TSH　I6gi．u．／mg）を標識用および標

準川としてTSH　radioimmunoassayをi試み，本法の基

礎的検1寸および臨床応用を行なった．Hunter＆Green－

weodらの方法で標識しt：　i3il－TSH（400mc／mg）0．4mμ9

を用い，最小感度1mμg，測定可能域1～30mμgの標準

曲線をえた．本法によるduplicateの測定値、良差はユ15

％以内である．標識TSHまたはincubateが異なった場

合の再現性は⊥30％以内であった．なお1“L清に標準TSH

を添加したさいの回収率は81～121％であった．

　本法を用い健常人（19～36才）14例，汎下垂体機能低

下症2例，甲杁腺機能冗進症4例，原発性甲状腺機能低

下症8例の⊥flL中TSH値を測定すると，汎一ド垂体機能低

下症ではほとんど感度以下であるに対し，原発性甲状腺

機能低一ド症では高値を示した．

　次に本法によるimmunoassay値と，　Mckenzie法によ

るbioassay値を比較しナこ．すなわち川発性ll【状腺機能｛ILE

一

ド症において，甲状腺ホルモン投∫∫によりTSHが著減

すること，またT3　75／tg筋注後，血叩TSHが3時問で急

速に減少し，4H後に原値に復することがimmunoassay

で示された，「J様の変JJJはb三〇assayでも確められたt

　この際，immunoassay値とbioassay値との問には正

杣関（γ一〇．84p＞0．01）がみられたが，絶対値では前者

の方が高値を示した．そこで本法の牛」異性について検討

すると，ACTH，　FSHではほとんど影響がないが，

HCGによって影響がll忍められた．1。人閉経期婦人で高

値を示すものがあるので，本法の実用化上留意すべきで

ある．

　　　　　　　　　　　　＊

51．14Cおよび3H標織男性ホルモンによる男

　　　性ホルモンの分泌と代謝に関する研究

辰己　学　山田重樹　大迫文麿

平盛勝彦　河野　剛　深瀬政市

　　（京都大学深瀬内科）

　1℃および3H標1男性ホルモンを旧いて男性ホルモン

の分泌と代謝に関して研究した．

　dehydroepiandrosterone（DHA）およびdehydroepian．

drosterone　sulfate（DHA－S）の一日分泌量，生産1｝〉，相

互転換率を前1”1と1［’dじVande　Wieleらの方法でlll常老

人2例，癌腫と思われる副腎皮貢旺瘍の34才女子1例，
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